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南
米
の
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽

レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

昨
年
十
一
月
一
日（
土
）マ
ン
ド
リ
ン
奏
者

リ
カ
ル
ド
・
サ
ン
ド
バ
ル
に
よ
る
レ
ク

チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
九
〇
〇
番
教
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ン
ド
バ
ル
は
南
米
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
出
身
。
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
音
楽

院
を
卒
業
し
、
数
々
の
賞
を
受
賞
。
現
在
は

フ
ラ
ン
ス
に
住
み
な
が
ら
、
隣
国
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
グ
の
音
楽
院
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
ま
す
。

伴
奏
ギ
タ
ー
の
マ
チ
ア
・
コ
レ
ー
は
、
フ
ラ

ン
ス
出
身
。
欧
州
の
音
大
で
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
音
楽
の
演
奏
法
を
極
め
た
俊
英
で
す
。

超
一
流
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
演
奏
家
で
あ

る
ふ
た
り
が
、今
回
は
中
南
米
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽
の
曲
目
を
準
備
し
て
来
日
し
ま
し
た
。

駒
場
友
の
会
の
主
催
に
よ
っ
て
実
現
し
た
レ

ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
五
〇
〇
名

近
い
聴
衆
が
集
ま
り
ま
し
た
。
学
外
か
ら
の

方
、
若
い
世
代
も
多
く
、
会
場
を
埋
め
た
聴

衆
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
独
特
の
リ
ズ
ム
の

説
明
を
受
け
、
手
拍
子
で
演
奏
に
参
加
し
、

南
米
の
音
楽
の
熱
気
を
共
有
し
ま
し
た
。
ア

ン
コ
ー
ル
で
演
奏
さ
れ
た
郷
愁
た
だ
よ
う
メ

ロ
デ
ィ
で
は
、
会
場
が
静
ま
り
返
り
ま
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
美
学
で
磨
き
ぬ
か
れ
た
中
南

米
民
衆
文
化
の
精
髄
、サ
ン
ド
バ
ル
と
コ
レ
ー

が
奏
で
た
弦
は
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に
親
密

な
余
韻
を
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

聴
衆
の
熱
望
に
こ
た
え
、
来
た
る
十
月

二
十
三
日（
金
）サ
ン
ド
バ
ル
と
コ
レ
ー
を
再

度
駒
場
に
招
い
て
、
駒
場
友
の
会
主
催
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
く
予
定
で
す
。
次
回
は
、
小

規
模
の
会
場
で
、
生
音
の
み
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
じ
っ
く
り
お
聴
き
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し

く
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

駒
場
の
樹
木
を
め
ぐ
る

講
演
会
と
イ
ベ
ン
ト

二
〇
〇
八
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

が
、
十
一
月
十
五
日（
土
）に
開
催
さ
れ
、
そ

の
一
つ
の
行
事
と
し
て
、
駒
場
友
の
会
主
催

に
よ
る
駒
場
の
樹
木
を
め
ぐ
る
講
演
会
が
、

駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
も
本
年
で
四
回
目

に
な
り
ま
す
。
講
演
は
今
年
度
も
、
大
学
院

農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
・
北
海
道
演
習

林
長
の
梶
幹
男
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

今
回
の
題
目
は「
温
暖
化
と
樹
木
・
森
林
：

後
氷
期
気
候
変
動
と
樹
木
の
分
布
に
関
す
る

研
究
か
ら
」で
し
た
。
内
容
は
、
昨
年
ま
で

の「
こ
と
は
じ
め
」シ
リ
ー
ズ
と
は
異
な
り
、

現
在
注
目
を
集
め
て
い
る
地
球
環
境
の
変
化

を
樹
木
の
植
生
の
研
究
か
ら
跡
づ
け
る
も
の

で
、
新
し
い
発
見
の
紹
介
に
一
同
大
い
に
興

味
を
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は

三
十
名
ほ
ど
で
し
た
が
、
講
演
の
後
、
熱
心

な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
は
、
樹
木
に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
付
け

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
も
講
演
の
後
、
梶

先
生
の
引
率
で
樹
木
に
学
名
な
ど
も
記
し
た

板
を
ひ
と
つ
ず
つ
か
け
ま
し
た（
写
真
は
毛

利
秀
雄
会
長
＝
左
側
＝
）。
こ
れ
ま
で
に
取

り
付
け
た
約
三
〇
〇
枚
と
あ
わ
せ
、
駒
場

キ
ャ
ン
パ
ス
の
か
な
り
の
樹
木
に
プ
レ
ー
ト

が
付
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
ら
の
プ

レ
ー
ト
を
参
考
に
駒
場
に
ど
の
よ
う
な
木
が

あ
る
か
、
巡
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
夕

べ
︵
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
立
大
学
︶

三
月
七
日（
土
）、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州

立
大
学
の「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
シ
ア
タ
ー
」を

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に
迎
え
、
十
八
号
館
ホ
ー

ル
で
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
夕
べ
を
開
催

し
ま
し
た
。

公
演
を
行
っ
た
の
は
、
同
大
学
の
音
楽
学

科
の
四
年
生
で
す
。
こ
の
学
科
は
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
の
歌
手
を
多
数
輩
出
す
る
全
米
屈
指

の
名
門
で
、
公
演
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
日
本
・
韓
国
・
中
国
・
台
湾
を

ま
わ
る
ア
ジ
ア
ツ
ア
ー
の
一
環
と
し
て
、
日

本
で
は
駒
場
で
公
演
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」、「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド

物
語
」な
ど
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
親
し
み
あ

る
曲
を
に
ぎ
や
か
に
歌
い
踊
る
十
二
名
の
学

生
の
姿
は
躍
動
的
で
、
聴
衆
を
夢
中
に
さ
せ

ま
し
た
。
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
あ
り
、
シ
ョ
ー
ダ

ン
ス
あ
り
、
さ
ら
に
は
同
大
学
の
ス
パ
ニ
ア

学
長
も
得
意
の
ト
ラ
ン
プ
手
品
を
披
露
。
会

場
は
大
い
に
沸
き
、参
加
し
た
多
数
の
会
員
・

会
友
は
、
本
場
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

の
醍
醐
味
を
満
喫
し
ま
し
た
。

駒場友の会　　

会報第十二号　

駒場友の会　　

会報第十二号　
会
報
第
12
号



2009年（平成 21年）3月 16日 駒場友の会会報第 12号 � �

教
養
学
部
と
「
駒
場
学
派
」

 

　

芳
賀　

徹

む
か
し
竹
山
道
雄
先
生
が
私
に
下
さ
っ
た

お
手
紙
の
末
尾
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ

る
。
日
付
を
見
る
と
、
昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
）二
月
七
日
と
あ
る
か
ら
、
先
生

が
八
十
一
歳
で
亡
く
な
ら
れ
る
一
年
前
の
私

信
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
駒
場
の
教
養
学
部
は
何
と
い
っ
て
も
懐
か

し
く
、
こ
こ
か
ら
新
し
い
学
風
が
生
ま
れ
て
、

西
洋
の
大
学
に
あ
る
よ
う
な
、
駒
場
学
派
と

い
っ
た
よ
う
な
、
独
立
し
た
自
由
な
精
神
拠

点
が
で
き
る
と
い
ゝ
が
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

こ
れ
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
駒
場
を
愛
し
つ

づ
け
た
竹
山
先
生
の
、
駒
場
へ
の
最
後
の
遺

言
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。

先
生
は
大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）東
大
独
文

科
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
に
、
弱
冠
二
十
三
歳

で
母
校
一
高（
旧
制
）の
ド
イ
ツ
語
教
師
と
な

り
、そ
れ
以
来
、昭
和
二
十
六
年（
一
九
五
一
）

に
教
養
学
部
教
授
を
依
願
退
職
な
さ
る
ま
で
、

本
郷
で
、
や
が
て
駒
場
で
、
若
者
た
ち
に
語

学
と
教
養
の
教
育
を
と
お
し
て
、
時
流
に
抗

す
る
智
慧
と
勇
気
を
与
え
つ
づ
け
た
名
物
教

師
の
一
人
で
あ
っ
た
。

先
生
は
駒
場
退
職
後
も
、
み
ず
か
ら
創
設

に
か
か
わ
っ
た
教
養
学
部
教
養
学
科
で
、
非

常
勤
講
師
と
し
て「
近
代
思
潮
」や「
フ
ァ
ウ

ス
ト
講
読
」な
ど
の
授
業
を
も
た
れ
た
。
私

自
身
は
旧
制
一
高
最
後
の
文
乙
の
ク
ラ
ス
で

先
生
に
ド
イ
ツ
語
初
級
文
法
を
お
習
い
し
て

以
来
、
こ
の
教
養
学
科
で
も
第
一
期
生
と
し

て
他
の
多
く
の
旧
制
仲
間
と
と
も
に
先
生
の

授
業
に
出
つ
づ
け
た
。
私
た
ち
が
昭
和

二
十
八
年
春
、
新
制
大
学
最
初
の「
教
養
学

士
」と
し
て
卒
業
す
る
頃
、
某
週
刊
誌
の「
今

年
の
ホ
ー
プ
」と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て

「
教
養
学
科
卒
業
生
五
十
何
名
」と
書
い
て
、

不
安
だ
ら
け
の
私
た
ち
を
励
ま
し
て
く
れ
た

の
も
竹
山
先
生
だ
っ
た
。

先
生
と
の
親
交
は
、
そ
の
後
の
私
た
ち
の

留
学
や
就
職
を
へ
て
も
か
わ
る
こ
と
な
く
、

先
生
の
著
作
や
私
た
ち
の
研
究
論
文
な
ど
が

公
刊
さ
れ
る
た
び
に
む
し
ろ
一
層
深
ま
っ
て
、

先
生
の
没
年
ま
で
つ
づ
い
た
。
冒
頭
に
引
い

た
先
生
の
手
紙
も
、
髙
橋
英
夫
氏
や
平
川
祐

弘
、
粕
谷
一
希
、
清
水
徹
、
そ
れ
に
本
間
長

世
や
私
な
ど
旧
門
弟
が
集
ま
っ
て「
竹
山
道

雄
著
作
集
」全
八
巻（
福
武
書
店
）を
編
集
・

刊
行
中
に
、
そ
の
仕
事
へ
の
謝
辞
を
も
含
め

て
頂
い
た
文
面
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
先
生
が
期
待
し
た
よ
う
な「
駒
場

学
派
」は
、
そ
の
後
ほ
ん
と
う
に
成
り
立
っ

た
だ
ろ
う
か
。
私
は
十
分
に
成
立
し
た
と
信

じ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
駒
場
は
後
期

課
程
と
し
て
の
教
養
学
科
を
も
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
全
国
立
大
学
の
な
か
で
も
唯
一
の

教
養
学
部
と
し
て
今
日
ま
で
存
続
し
発
展
し

て
き
た
が
、
そ
の
教
養
学
科
を
知
的
国
際
派

の
養
成
機
関
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
私
た

ち
第
一
期
生
の
卒
業
と
同
時
に
創
設
さ
れ
た

国
際
関
係
論
、
比
較
文
学
比
較
文
化
、
科
学

史
科
学
哲
学
、
文
化
人
類
学
な
ど
の
大
学
院

を「
独
立
し
た
自
由
な
精
神
拠
点
」と
し
て
、

「
新
し
い
学
風
」は
明
ら
か
に
駒
場
に
生
ま
れ
、

各
分
野
で
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
て
き
た

の
で
あ
る
。

い
ま
な
お
、
全
国
の
国
公
私
立
大
学
を
見

渡
し
て
も
、
教
養
学
科
や
大
学
院
の
右
の
よ

う
な
専
門
課
程
を
も
つ
大
学
は
東
大
駒
場
以

外
に
な
い
。
海
外
諸
国
に
さ
え
珍
し
い
。「
駒

場
友
の
会
」は
単
な
る
親
睦
団
体
の
域
を
こ

え
て
、
こ
の
駒
場
の
駒
場
た
る
ゆ
え
ん
を
大

い
に
顕
揚
し
、
近
年
の
高
等
教
育
の
危
機
に

際
し
て
、
少
な
く
と
も
知
的
エ
リ
ー
ト
に
対

す
る
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
の
徹
底
を
広

く
声
高
く
唱
導
す
べ
き
な
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
も
は
や
周
辺
に
気
が
ね
し
て
い
る
余
裕

は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

敗
戦
直
後
の
教
育
改
革
に
半
ば
乗
じ
、
半

ば
抵
抗
し
つ
つ
、
旧
制
高
校
の
よ
い
と
こ
ろ

を
十
分
に
生
か
し
て
、
駒
場
に
教
養
学
部
と

教
養
学
科
、
そ
し
て
あ
の
尖
端
的
大
学
院
を

創
設
し
た
昭
和
二
十
年
代
の
駒
場
の
教
授
た

ち
の
先
見
の
明
と
行
政
手
腕
の
妙
を
も
、
私

た
ち
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
想
い
起
こ
し
、
感

謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
矢
内
原

忠
雄
初
代
学
部
長
を
先
頭
に
し
た
、
前
田
陽

一
、
麻
生
磯
次
、
木
村
健
康
、
玉
蟲
文
一
と

い
っ
た
有
能
無
比
の
教
授
た
ち
の
チ
ー
ム
で

あ
り
、
そ
れ
を
当
初
か
ら
支
え
た
竹
山
道
雄

先
生
を
は
じ
め
菊
池
榮
一
、
堀
大
司
、
島
田

謹
二
、
市
原
豊
太
と
い
っ
た
旧
制
一
高
以
来

の
大
先
生
方
が
こ
の
学
科
に
あ
り
た
け
の
智

慧
と
情
熱
を
傾
け
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

近
年
、
い
つ
か
ら
か
、
教
養
学
科
を
た
だ

後
期
課
程
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
が
、

ま
る
で
色
も
香
り
も
な
い
陳
腐
に
し
て
愚
劣

な
改
名
で
は
な
い
か
。
教
養
学
科
と
駒
場
大

学
院
草
創
の
頃
の
あ
の
大
先
達
た
ち
の
高
邁

な
志
と
必
死
の
気
概
と
を
想
い
起
こ
せ
ば
、

到
底
許
し
難
い
改
悪
だ
。
名
誉
あ
る「
教
養

学
科
」の
復
権
と「
駒
場
学
派
」の
さ
ら
な
る

隆
盛
の
た
め
に
、
わ
れ
ら
の
駒
場
友
の
会
も

大
い
に
奮
起
し
よ
う
。

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、

岡
崎
市
美
術
博
物
館
館
長
）

駒
場
友
の
会
へ
の
感
謝
と
期
待

小
島　

憲
道 

私
は
二
〇
〇
七
年
二
月
十
六
日
に
木
畑
洋

一
先
生
の
後
を
受
け
ま
し
て
大
学
院
総
合
文

化
研
究
科
長
・
教
養
学
部
長
に
就
任
し
、

二
〇
〇
九
年
二
月
十
五
日
に
任
期
を
終
え
ま

し
た
が
、
部
局
長
の
任
期
終
了
に
際
し
、
駒

場
友
の
会
の
皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

駒
場
友
の
会
は
二
〇
〇
四
年
三
月
に
、
旧

制
第
一
高
等
学
校
時
代
か
ら
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
で
育
ま
れ
て
き
た
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の

精
神
を
愛
し
発
展
す
る
た
め
、
駒
場
キ
ャ
ン

パ
ス
を
愛
す
る
人
々
の
集
い
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
駒
場
友
の
会
が
設
立
さ
れ
た
時

期
は
、
国
立
大
学
が
法
人
化
と
な
る
時
で
あ

り
ま
し
て
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研

究
科
お
よ
び
教
養
学
部
は
教
育
研
究
面
で
も

施
設
面
で
も
大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。

教
育
研
究
面
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の

も
と
で
教
育
を
受
け
た
最
初
の
学
生
が
入
学

す
る
二
〇
〇
六
年
度
に
前
期
課
程
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
進
学
振
分
け
制
度
の
大
幅
な
改
革
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
教
養
教
育
開
発
機
構

や
様
々
な
寄
付
部
門
を
設
置
し
た
こ
と
、
教

養
学
部
で
培
っ
た
教
養
教
育
を
東
ア
ジ
ア
に

発
信
す
る
た
め
東
ア
ジ
ア
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
設
置
し
た
こ
と
、
科

学
技
術
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ（
共
生
の
た
め
の
国
際
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哲
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
）の
設
置
な
ど
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

施
設
面
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
駒
場

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
が
完
成
し
、

こ
れ
が
日
本
の
建
築
業
界
で
最
高
の
賞
で
あ

る
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
に
選
ば
れ
た
こ
と
、
ス
タ
イ
ン

ウ
ェ
イ
社
製
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
の
導
入
、
一
高
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
教
養
学
部
正
門
の
復
元
竣
工
、
駒
場

池（
一
二
郎
池
）の
整
備
、「
理
想
の
教
育
棟
」

第
Ⅰ
期
棟
の
着
工
、
駒
場
バ
ラ
会
の
ご
尽
力

に
よ
る「
駒
場
バ
ラ
の
小
径
」の
設
置
な
ど
も

印
象
的
で
す
。
特
に
教
養
学
部
正
門
に
つ
き

ま
し
て
は
、
駒
場
友
の
会
、
一
高
同
窓
会
、

ベ
テ
ラ
ン
会
の
方
々
か
ら
多
大
な
ご
寄
付
を

頂
き
、
復
元
竣
工
が
実
現
し
ま
し
た
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
教
養
学
部
創
立
六
十
周
年
を
迎
え

ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
駒
場
美
術
博
物
館
に

お
い
て
、
学
部
の
草
創
期
と
矢
内
原
忠
雄
初

代
学
部
長
を
回
顧
す
る
展
覧
会「
矢
内
原
忠

雄
と
教
養
学
部
」展
を
三
月
末
か
ら
三
ヶ
月

間
開
催
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
一

高
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
有
形
の
文

化
遺
産
と
無
形
の
文
化
遺
産
で
あ
る
リ
ベ
ラ

ル
・
ア
ー
ツ
の
精
神
、
東
京
帝
国
大
学
農
学

部
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
緑
豊
か
な

自
然
の
な
か
で
教
養
と
文
化
の
香
り
の
す
る

キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
が
、

法
人
化
以
後
の
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
め
ざ
ま

し
い
発
展
に
は
、
駒
場
友
の
会
が
側
面
か
ら

支
援
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

駒
場
友
の
会
は
、
東
京
大
学
の
駒
場
キ
ャ

ン
パ
ス
と
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
の
連
携
と
親

睦
を
は
か
る
と
と
も
に
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス

で
展
開
さ
れ
て
い
る
教
育
、
研
究
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
活
性
化
を
後
援
す
る

た
め
の
団
体
で
す
が
、
会
友
で
あ
る
在
校
生

の
家
族
の
方
々
も
含
め
ま
す
と
二
千
人
を
超

え
る
規
模
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。　

駒
場
友
の
会
に
は
今
後
と
も
、
緑
と
文
化

豊
か
な
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
展
に
一
層
ご

支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
演
奏
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
機
会
に
、

多
く
の
会
員
・
会
友
の
皆
さ
ま
が
駒
場
キ
ャ

ン
パ
ス
を
お
訪
ね
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

（
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授

前
教
養
学
部
長
）

「
矢
内
原
忠
雄
と
教
養
学
部
」展

木
畑　

洋
一

本
年
五
月
三
十
一
日
に
東
京
大
学
教
養
学

部
が
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

駒
場
博
物
館
で
、
三
月
二
十
八
日（
土
）か
ら

六
月
二
十
八
日（
日
）ま
で
、「
矢
内
原
忠
雄

と
教
養
学
部
」と
い
う
特
別
展
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
駒
場
友
の
会
も
そ
の
共
催
団
体
と

な
っ
て
い
ま
す
。

矢
内
原
忠
雄（
一
八
九
三
│

一
九
六
一
）は
、

教
養
学
部
創
設
時
の
初
代
学
部
長
と
し
て
、

学
部
の
基
盤
作
り
に
大
い
に
貢
献
し
た
人
物

で
す
が
、
同
時
に
、
真
摯
な
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
多
く
の
人
々
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
、

ま
た
日
本
の
植
民
政
策
に
つ
い
て
広
範
な
批

判
的
研
究
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
展
覧

会
で
は
、「
矢
内
原
忠
雄
の
人
と
信
仰
」、「
矢

内
原
忠
雄
の
学
問
」、「
教
養
学
部
の
出
発
」

と
い
う
三
本
の
柱
を
立
て
て
、
矢
内
原
の
生

涯
と
業
績
を
振
り
返
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

矢
内
原
忠
雄
は
、
愛
媛
県
で
生
ま
れ
、
兵

庫
県
立
神
戸
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
を
経

て
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
一
九
一
三

年
に
卒
業
し
て
い
ま
す
。
一
高
で
は
、
芥
川

龍
之
介
、
菊
池
寛
、
久
米
正
雄
な
ど
と
同
じ

学
年
で
し
た
。
当
時
の
校
長
は
新
渡
戸
稲
造

で
、
矢
内
原
は
新
渡
戸
を
あ
つ
く
尊
敬
し
、

入
学
式
で
の
新
渡
戸
の
演
説
を
筆
記
し
た

ノ
ー
ト
は
、
後
に『
余
の
尊
敬
す
る
人
物
』

（
一
九
四
十
年
）に
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
一
高
時
代
、
矢
内
原
は
さ
ら
に
内
村

鑑
三
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト

者
と
し
て
の
道
を
歩
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
特
別
展
の
第
一
部
で
は
、
こ
の
キ
リ
ス

ト
者
と
し
て
の
矢
内
原
の
姿
に
焦
点
を
あ
て

な
が
ら
、
彼
の
生
涯
を
た
ど
っ
て
い
き
ま
す
。

矢
内
原
は
、
大
学
卒
業
後
、
新
居
浜
の
住
友

別
子
鉱
業
所
に
就
職
し
ま
す
が
、
三
年
後
に

東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
の
助
教
授
と
し
て

東
京
に
呼
び
戻
さ
れ
、
国
際
連
盟
事
務
局
次

長
就
任
の
た
め
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
赴
任
し
た
新

渡
戸
の
あ
と
を
継
い
で
、
植
民
政
策
の
講
義

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

三
十
七
年
九
月
、
日
中
戦
争
に
批
判
的
な
含

意
を
も
っ
た
論
考「
国
家
の
理
想
」が
問
題
と

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
年
十
二
月
に
教
授

の
職
を
辞
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
終

戦
後
の
四
五
年
秋
に
至
る
ま
で
、
教
職
を
離

れ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
、『
嘉

信
』と
い
う
個
人
雑
誌
を
発
行
し
た
り
、
自

宅
で
土
曜
学
校
を
開
い
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
の『
告
白
』や
ダ
ン
テ
の『
神
曲
』を
講
じ

た
り
す
る
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
活

動
は
活
発
に
続
け
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
軌
跡
を
、
第
一
部
で
は
ぜ
ひ
ご
覧
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

矢
内
原
の
学
問
を
扱
う
第
二
部
で
は
、
植

民
政
策
や
帝
国
主
義
を
め
ぐ
る
彼
の
研
究
の

内
容
が
、
紹
介
さ
れ
ま
す
。
植
民
政
策
に
関

す
る
矢
内
原
の
研
究
は
、
植
民
政
策
・
帝
国

主
義
全
般
に
関
わ
る
も
の
と
、
特
定
の
地
域

を
対
象
と
し
た
も
の
と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

前
者
を
示
す
本
が『
植
民
及
植
民
政
策
』で
、
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後
者
に
つ
い
て
は
、『
帝
国
主
義
下
の
台
湾
』、

『
満
洲
問
題
』、『
南
洋
群
島
の
研
究
』、『
帝

国
主
義
下
の
印
度
』が
代
表
的
著
作
で
す
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
こ
う
し
た
代
表
的
著

作
そ
の
も
の
に
加
え
、
研
究
ノ
ー
ト
や
原
稿

な
ど
、
彼
の
研
究
が
完
成
し
て
い
く
過
程
を

垣
間
見
せ
る
素
材
も
展
示
し
ま
す
。
ま
た
矢

内
原
は
、
台
湾
、
満
洲
、
南
洋
群
島
に
つ
い

て
の
研
究
に
際
し
、
現
地
に
調
査
旅
行
に
出

か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
と
資
料
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
三
十
三
年
と

三
十
四
年
に
二
度
行
っ
た
南
洋
群
島
調
査
旅

行
か
ら
は
、
珍
し
い
民
俗
資
料
も
多
く
持
ち

帰
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
資
料
は
、
か
つ

て
ご
遺
族
か
ら
駒
場
博
物
館
に
寄
贈
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
機
会
に
ま
と
め
て
展

示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

続
く
第
三
部
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
矢
内
原
を

軸
と
し
た
第
一
部
、
第
二
部
と
異
な
り
、
矢

内
原
自
身
と
い
う
よ
り
も
、
教
養
学
部
の
創

設
を
め
ぐ
る
資
料
の
展
示
の
比
重
が
高
ま
り

ま
す
。
新
制
大
学
の
発
足
に
際
し
、
東
京
大

学
教
養
学
部
は
、
一
般
教
育
を
担
当
す
る
独

立
し
た
学
部
と
し
て
全
国
で
唯
一
の
存
在
と

な
っ
た
わ
け
で
す
が（
他
の
大
学
で
は
教
養

部
と
い
う
形
が
と
ら
れ
ま
し
た
）、
そ
の
方

向
性
の
決
定
に
際
し
て
は
、
南
原
繁
総
長
な

ど
と
と
も
に
、
矢
内
原
も
大
き
な
役
割
を
演

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
矢
内
原
は
初
代
学
部
長

と
し
て
、
組
織
や
施
設
の
整
備
を
精
力
的
に

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
六
十
周
年
に
あ
た
り
、

創
設
時
の
息
吹
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
資
料

に
こ
の
第
三
部
で
接
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授
）

事
務
局
だ
よ
り

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
梅
の
花
が
満
開

で
す
。
う
ら
ら
か
な
陽
気
と
香
り
に
包
ま
れ

な
が
ら
も
、
入
学
試
験
な
ど
の
年
度
末
の
業

務
が
進
め
ら
れ
、
三
月
二
十
四
日（
火
）に
は

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

多
事
多
用
な
時
期
に
あ
り
ま
す
が
、
駒
場

友
の
会
で
も
年
度
の
切
り
替
え
に
向
け
て
、

多
数
の
会
員
・
会
友
の
皆
さ
ま
か
ら
来
年
度

の
会
費
を
お
納
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
こ

と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
度
の

会
費
を
納
め
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
、
新

し
い
会
員
証
・
会
友
証
を
同
封
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

ご
査
収
下
さ
い
。

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ニ
ュ
ー
ス
を
二
つ
お

伝
え
い
た
し
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
南
東
に
あ
り
ま

す
一
二
郎
池
の
抜
本
的
な
整
備
が
進
ん
だ
こ

と
で
す
。
こ
の
地
域
は
、
都
心
の
近
く
と
は

思
え
ぬ
静
寂
な
自
然
に
あ
ふ
れ
、「
秘
境
」と

い
う
た
た
ず
ま
い
を
残
し
て
い
ま
し
た
。
今

回
、
教
養
学
部
の
六
十
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
周
辺
を
含
め
て
整
備
し
、
遊
歩
道

な
ど
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ま
、
駒

場
の
新
し
い
名
所
に
ど
う
ぞ
足
を
お
運
び
下

さ
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
駒
場
友
の
会
と
一
高
同

窓
会
と
の
連
携
の
深
ま
り
で
す
。
そ
の
象
徴

と
し
て
、
昨
年
正
門
門
扉
の
制
作
に
用
い
ら

れ
た
檜
材
を
利
用
し
て
看
板（
表
札
）を
作
成

し
ま
し
た
。（
株
）禅
の
石
塚
静
夫
氏
の
作
品

で
、
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ

ハ
ウ
ス
二
階
の
駒
場
友
の
会
事
務
室
入
口
に

掲
げ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
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Tel:�03-5790-5931�/�Fax:�03-5790-1902

駒場ファカルティハウス内

ピ
ア
ノ
演
奏
会
の
お
知
ら
せ（
予
告
）

ピ
ア
ノ�

独
奏
：�

�

高
雄�

有
希（
東
京
大
学
文
学
部
在

籍
、
一
九
九
五
年
シ
ド
ニ
ー
国
際

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
第
1
位
）

曲
目
：�
バ
ッ
ハ
、
シ
ョ
パ
ン
、
リ
ス
ト
、

ラ
ヴ
ェ
ル（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
社

製
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
を
使
用
）

日
時
：�

五
月
三
十
日（
土
）午
後
三
時
半
開

演

詳
し
い
情
報
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

駒
場
友
の
会 

会
費
納
入
の
お
願
い

二
〇
〇
九
年
度
の
年
会
費
を
ま
だ
お
納
め

い
た
だ
い
て
い
な
い
方
が
若
干
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
年
会
費
は
、
会
員
は
四
千

円
、
会
友
は
二
千
円
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
手
続
き
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
駒
場
友
の
会
事
務
局
ま
で
。

〇
三
─

三
四
六
七
─

三
五
三
六

駒
場
友
の
会
第
六
回
総
会
の
お
知
ら
せ

日
時
：
五
月
三
十
日（
土
）午
後
五
時
よ
り

場
所
：
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

　
　
　

プ
ラ
ザ
北
館
二
階


